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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　効果顔料を含有する対象コーティングの色および外観にマッチングする１つ以上のマッ
チング処方を同定する方法であって、
　ａ）前記対象コーティングの色データを取得する工程と、
　ｂ）前記対象コーティングの外観データを取得する工程であって、
　複数の閾値レベルにおいて撮影された対象画像からの効果顔料の位置及び数を決定する
ことにより、複数の対象フィーチャーと、対象コーティング中の効果顔料のサイズを反映
する対応する対象フィーチャー値とを含む外観データを生成する工程と、
　ｃ）前記色データおよび前記外観データをコーティングデータベース中に記憶された色
特性および外観特性と比較する工程であって、外観データは、個別の対象フィーチャー値
と個別の代替フィーチャー値との差を計算することによって、コーティングデータベース
中に記憶されたそれぞれの個別の外観特性と比較される工程と、
　ｄ）前記コーティングデータベースから１つ以上の前記マッチング処方を選択する工程
であって、前記マッチング処方は、前記色データにマッチングする色特性と前記外観デー
タにマッチングする外観特性とを有する、工程と、
を含み、
　マッチング処方は、
　色差に基づいてコーティングデータベースから代替コーティングを選択して順位付けし
、フィーチャー距離に基づいて代替コーティングを順位付けすることで最初の外観の順位
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付けリストを作成し、外観データに基づいて最初の外観の順位付けリストを調整すること
で洗練された外観の順位付けリストを作り、洗練された外観の順位付けリストの上位に順
位付けられたコーティングに基づいてマッチング処方を選択すること
により選択される、方法。
【請求項２】
　効果顔料を含有する対象コーティングの色および外観にマッチングする１つ以上のマッ
チング処方を同定する方法であって、
　ａ）測色デバイスを用いて前記対象コーティングの色データを取得する工程と、
　ｂ）撮像デバイスを用いて１つ以上の事前設定照度で前記対象コーティングの１つ以上
の対象画像を取得する工程と、
　ｃ）前記対象画像から前記対象コーティングの特性を測定して外観データを生成する工
程であって、
　複数の閾値レベルにおいて撮影された対象画像からの効果顔料の位置及び数を決定する
ことにより、複数の対象フィーチャーと、対象コーティング中の効果顔料のサイズを反映
する対応する対象フィーチャー値とを含む外観データを生成する工程と、
　ｄ）前記色データおよび前記外観データをコーティングデータベース中に記憶された色
特性および外観特性と比較する工程であって、外観データは、個別の対象フィーチャー値
と個別の代替フィーチャー値との差を計算することによって、コーティングデータベース
中に記憶されたそれぞれの個別の外観特性と比較される工程と、
　ｅ）前記コーティングデータベースから１つ以上の前記マッチング処方を選択する工程
であって、前記マッチング処方は、前記色データにマッチングする色特性と前記外観デー
タにマッチングする外観特性とを有する工程と、
を含み、
　マッチング処方は、
　色差に基づいてコーティングデータベースから代替コーティングを選択して順位付けし
、フィーチャー距離に基づいて代替コーティングを順位付けすることで最初の外観の順位
付けリストを作成し、外観データに基づいて最初の外観の順位付けリストを調整すること
で洗練された外観の順位付けリストを作り、洗練された外観の順位付けリストの上位に順
位付けられたコーティングに基づいてマッチング処方を選択すること
により選択される、方法。
【請求項３】
　効果顔料を含有する対象コーティングの色および外観にマッチングする１つ以上のマッ
チング処方を同定するシステムであって、
　ａ）前記対象コーティングの色データを取得するための測色デバイスと、
　ｂ）前記対象コーティングの外観データを取得するための外観測定デバイスと、
　ｃ）プロセッサーとメモリー要素とを含む計算デバイスと、
　ｄ）色特性と外観特性とに関連付けられたコーティング処方を含有するコーティングデ
ータベースであって、前記計算デバイスからアクセス可能であるコーティングデータベー
スと、
　ｅ）以下の工程、すなわち、
　　ｉ）前記対象コーティングの前記色データおよび前記外観データを受信する工程と、
　　ｉｉ）前記色データおよび前記外観データを前記コーティングデータベース中に記憶
された色特性および外観特性と比較する工程であって、複数の閾値レベルにおいて撮影さ
れた対象画像からの効果顔料の位置及び数を決定することにより、複数の対象フィーチャ
ーと、対象コーティング中の効果顔料のサイズを反映する対応する対象フィーチャー値と
を含む外観データを生成し、外観データは、個別の対象フィーチャー値と個別の代替フィ
ーチャー値との差を計算することによって、コーティングデータベース中に記憶されたそ
れぞれの個別の外観特性と比較される工程と、
　　ｉｉｉ）前記コーティングデータベースから１つ以上の前記マッチング処方を選択す
る工程であって、前記マッチング処方は、前記色データにマッチングする色特性と前記外
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観データにマッチングする外観特性とを有する工程と、
を含む計算プロセスを前記計算デバイスに実行させるようにする、前記メモリー要素中に
作動的に存在する計算プログラムプロダクトと、
を含み、
　マッチング処方は、
　色差に基づいてコーティングデータベースから代替コーティングを選択して順位付けし
、フィーチャー距離に基づいて代替コーティングを順位付けすることで最初の外観の順位
付けリストを作成し、外観データに基づいて最初の外観の順位付けリストを調整すること
で洗練された外観の順位付けリストを作り、洗練された外観の順位付けリストの上位に順
位付けられたコーティングに基づいてマッチング処方を選択すること
により選択される、システム。
【請求項４】
　効果顔料を含有する対象コーティングの色および外観にマッチングする１つ以上のマッ
チング処方を同定するシステムであって、
　ａ）前記対象コーティングの色データを取得するための測色デバイスと、
　ｂ）事前設定照度で前記対象コーティングの対象画像を取得するための撮像デバイスと
、
　ｃ）１つ以上の事前設定照度で前記対象コーティングに照明を施して前記照明の反射を
前記撮像デバイスの方向に方向付ける照明デバイスと、
　ｄ）プロセッサーとメモリー要素とを含む計算デバイスと、
　ｅ）色特性と外観特性とに関連付けられたコーティング処方を含有するコーティングデ
ータベースであって、前記計算デバイスからアクセス可能であるコーティングデータベー
スと、
　ｆ）以下の工程、すなわち、
　　ｉ）前記対象コーティングの前記色データおよび前記対象画像を受信する工程と、
　　ｉｉ）前記対象画像から前記対象コーティングの特性を測定して外観データを生成す
る工程であって、複数の閾値レベルにおいて撮影された対象画像からの効果顔料の位置及
び数を決定することにより、複数の対象フィーチャーと、対象コーティング中の効果顔料
のサイズを反映する対応する対象フィーチャー値とを含む外観データを生成する工程と、
　　ｉｉｉ）前記色データおよび前記外観データを前記コーティングデータベース中に記
憶された色特性および外観特性と比較する工程であって、外観データは、個別の対象フィ
ーチャー値と個別の代替フィーチャー値との差を計算することによって、コーティングデ
ータベース中に記憶されたそれぞれの個別の外観特性と比較される工程と、
　　ｉｖ）前記コーティングデータベースから１つ以上の前記マッチング処方を選択する
工程であって、前記マッチング処方は、前記色データにマッチングする色特性と前記外観
データにマッチングする外観特性とを有する工程と、
を含む計算プロセスを前記計算デバイスに実行させるようにする、前記メモリー要素中に
作動的に存在する計算プログラムプロダクトと、
を含み、
　マッチング処方は、
　色差に基づいてコーティングデータベースから代替コーティングを選択して順位付けし
、フィーチャー距離に基づいて代替コーティングを順位付けすることで最初の外観の順位
付けリストを作成し、外観データに基づいて最初の外観の順位付けリストを調整すること
で洗練された外観の順位付けリストを作り、洗練された外観の順位付けリストの上位に順
位付けられたコーティングに基づいてマッチング処方を選択すること
により選択される、システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、効果顔料を含有する対象コーティングの色および外観にマッチングする１つ
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以上のマッチング処方を同定する方法に関する。本発明はまた、効果顔料を含有する対象
コーティングの色および外観にマッチングする１つ以上のマッチング処方を同定するシス
テムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　光吸収顔料、光散乱顔料、光干渉顔料、および光反射顔料のような効果顔料を含有する
表面コーティングは周知である。メタリックフレーク顔料たとえばアルミニウムフレーク
顔料は、そのような効果顔料の例であり、自動車の車体の保護および加飾にとくに有利で
ある。その理由は、たとえば、そうした顔料により、「フロップ」と一般に呼ばれる示差
的光反射効果が得られること、さらにはフレークのサイズ分布およびフレークにより付与
される光輝ならびにコーティングの奥行き知覚の増強を含むフレーク外観効果が得られる
ことである。フロップ効果は、車体を目視する角度に依存する。達成されるフロップ効果
度は、コーティングの外表面に対するメタリックフレークの配向の関数である。光輝度は
、フレークサイズ、表面平滑性、配向、および縁均一性の関数である。メタリックコーテ
ィングは、通常、顔料をも含有し、この顔料は、一般的には、光散乱タイプではなく光吸
収タイプである。顔料またはフレーク自体たとえばフレーク縁からのいかなる光散乱も、
コーティングのフロップおよび光輝の両方を低減させる。
【０００３】
　すでにコーティングされている基材（たとえば、自動車の車体の基材）を補修する場合
、その基材の色にマッチングする適正な顔料を選択するだけでなく、その基材の色および
外観にマッチングする適正な効果顔料たとえばフレーク顔料を選択することも必要である
。コーティングされる種々の車両および物体にマッチングするように、塗料供給業者は、
多くのコーティング処方を利用できるようにしている。配合物、使用成分、コーティング
適用条件、たとえば、車両の相手先商標製造業者が使用するコーティング適用技術または
コーティング適用場所、のわずかな変動に起因して車両のコーティングの色および外観が
変化するので、多くの場合、同一の車両の製造および型式に対して利用可能なコーティン
グ処方が多数存在する。こうした色および外観の変動が起こると、自動車車体修理工場に
おいて優れたマッチングを達成する最良処方を同定することが困難になる。カラーマッチ
ングを達成する適正な顔料の処方を同定するためのいくつかの方法が開発されている。た
とえば、米国特許第５，６６８，６３３号明細書には、色スペクトルの読取り値を用いて
標準の色にマッチングする１つ以上の色処方を同定するためのコンピューターに実装され
る方法が開示された。２００１年２月１２日出願の欧州特許出願ＥＰ１１３９２３４号明
細書には、車両識別番号（ＶＩＮ）およびその車両の色コードを用いて車両の色にマッチ
ングする１つ以上のカラーマッチング処方を同定する方法が開示された。
【０００４】
　対象コーティングの色および外観の両方にマッチングさせるべく、いくつかの試みがな
された。米国特許第６，９５２，２６５号明細書には、ディジタル画像中の対象コーティ
ングの外観データを取得して、外観データをコーティングデータベース中に記憶された外
観特性と比較する方法が開示された。しかしながら、その場合、色データを相関付ける能
力が欠如しているため、色および外観の両方にマッチングする処方を同定することができ
ない。国際出願番号ＰＣＴ／ＥＰ２００５／０５４６２７を有する２００５年９月１６日
出願の国際公開第２００６／０３００２８号パンフレットには、塗料基本要素の色および
テクスチャーの特性を用いて色および外観の両方にマッチングするようにコーティングを
処方する方法が開示された。しかしながら、その場合、各特性を別々に考慮しているため
、コーティング中に混合した時に各特性間の複雑な関係を考慮する性能が欠如している。
米国特許第６，９５９，１１１号明細書には、測色計を用いて色データをＬ*，ａ*，ｂ*

値で取得しかつＣＣＤカメラを用いて定量的粒子感データを取得することにより対象コー
ティングの色にマッチングさせる方法が開示された。しかしながら、その場合、色および
外観に関してベストマッチングを選択するために、複数の候補コーティングで被覆された
多数の試験パネルを作製して試験パネルの色および粒子感データを反復測定することが必
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要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、対象コーティングの外観を自動測定して、対象コーティングの色および外
観の両方にかなりよくマッチングする１つ以上のマッチング処方を多数の既存のコーティ
ング処方から選択する方法およびシステムが依然として必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、効果顔料を含有する対象コーティングの色および外観にマッチングする１つ
以上のマッチング処方を同定する方法であって、
　ａ）対象コーティングの色データを取得する工程と、
　ｂ）対象コーティングの外観データを取得する工程と、
　ｃ）色データおよび外観データをコーティングデータベース中に記憶された色特性およ
び外観特性と比較する工程と、
　ｄ）コーティングデータベースから１つ以上の前記マッチング処方を選択する工程であ
って、前記マッチング処方は、色データにマッチングする色特性と外観データにマッチン
グする外観特性とを有する工程と、
を含む方法に関する。
【０００７】
　本発明はまた、効果顔料を含有する対象コーティングの色および外観にマッチングする
１つ以上のマッチング処方を同定する方法であって、
　ａ）測色デバイスを用いて対象コーティングの色データを取得する工程と、
　ｂ）撮像デバイスを用いて１つ以上の事前設定照度で対象コーティングの１つ以上の対
象画像を取得する工程と、
　ｃ）前記対象画像から前記対象コーティングの特性を測定して外観データを生成する工
程と、
　ｄ）色データおよび外観データをコーティングデータベース中に記憶された色特性およ
び外観特性と比較する工程と、
　ｅ）コーティングデータベースから１つ以上の前記マッチング処方を選択する工程であ
って、前記マッチング処方は、色データにマッチングする色特性と外観データにマッチン
グする外観特性とを有する工程と、
を含む方法に関する。
【０００８】
　本発明はさらに、効果顔料を含有する対象コーティングの色および外観にマッチングす
る１つ以上のマッチング処方を同定するシステムであって、
　ａ）対象コーティングの色データを取得するための測色デバイスと、
　ｂ）対象コーティングの外観データを取得するための外観測定デバイスと、
　ｃ）プロセッサーとメモリー要素とを含む計算デバイスと、
　ｄ）色特性と外観特性とに関連付けられたコーティング処方を含有するコーティングデ
ータベースであって、計算デバイスからアクセス可能であるコーティングデータベースと
、
　ｅ）以下の工程、すなわち、
　　ｉ）前記対象コーティングの色データおよび外観データを受信する工程と、
　　ｉｉ）前記色データおよび前記外観データをコーティングデータベース中に記憶され
た色特性および外観特性と比較する工程と、
　　ｉｉｉ）コーティングデータベースから１つ以上の前記マッチング処方を選択する工
程であって、前記マッチング処方は、色データにマッチングする色特性と外観データにマ
ッチングする外観特性とを有する工程と、
を含む計算プロセスを計算デバイスに実行させるようにする、メモリー要素中に作動的に
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存在する計算プログラムプロダクトと、
を含むシステムに関する。
【０００９】
　本発明はまたさらに、効果顔料を含有する対象コーティングの色および外観にマッチン
グする１つ以上のマッチング処方を同定するシステムであって、
　ａ）対象コーティングの色データを取得するための測色デバイスと、
　ｂ）前記事前設定照度で対象コーティングの対象画像を取得するための撮像デバイスと
、
　ｃ）１つ以上の事前設定照度で対象コーティングに照明を施して前記照明の反射を撮像
デバイスの方向に方向付ける照明デバイスと、
　ｄ）プロセッサーとメモリー要素とを含む計算デバイスと、
　ｅ）色特性と外観特性とに関連付けられたコーティング処方を含有するコーティングデ
ータベースであって、計算デバイスからアクセス可能であるコーティングデータベースと
、
　ｆ）以下の工程、すなわち、
　　ｉ）前記対象コーティングの色データおよび対象画像を受信する工程と、
　　ｉｉ）前記対象画像から前記対象コーティングの特性を測定して外観データを生成す
る工程と、
　　ｉｉｉ）前記色データおよび前記外観データをコーティングデータベース中に記憶さ
れた色特性および外観特性と比較する工程と、
　　ｉｖ）コーティングデータベースから１つ以上の前記マッチング処方を選択する工程
であって、前記マッチング処方は、色データにマッチングする色特性と外観データにマッ
チングする外観特性とを有する工程と、
を含む計算プロセスを計算デバイスに実行させるようにする、メモリー要素中に作動的に
存在する計算プログラムプロダクトと、
を含むシステムに関する。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明の態様および利点は、以下の詳細な説明を読むことにより当業者であればより容
易に理解されよう。当然のことながら、明確にするために個々の実施形態に関連して以上
および以下に記載した本発明の特定の態様を、組み合わせて単一の実施形態で提供するこ
とも可能である。逆に、簡潔にするために単一の実施形態に関連して記載した本発明の種
々の態様を、単独でまたは任意の部分的組合せで提供することも可能である。そのほか、
文脈上明らかに異なる場合を除いて、単数形による参照は、複数形をも包含しうる（たと
えば、「ａ」および「ａｎ」は、１つまたは１つ以上を意味しうる）。
【００１１】
　とくに明示的な指定がないかぎり、本出願に規定される種々の範囲内の数値の使用は、
あたかも記載の範囲内の最小値および最大値の両方に「約」という単語が前に付されてい
るかのごとく近似値として記載されているものとする。このようにして、記載の範囲をわ
ずかに超える変動値およびわずかに下回る変動値を用いて、こうした範囲内の値と実質的
に同一の結果を達成することが可能である。また、こうした範囲の開示は、最小値と最大
値との間のすべての値を包含する連続範囲が意図されるものとする。
【００１２】
　本明細書中で用いられる場合、以下のとおりとする。
【００１３】
　本明細書中で用いられる１種もしくは複数種の「顔料」という用語は、１つもしくは複
数の色を生成する１種もしくは複数種の着色剤を意味する。顔料は、天然起源および合成
起源に由来するものおよび有機成分または無機成分で構成されたものでありうる。また、
顔料としては、特定のもしくは混合された形状および寸法を有するメタリック粒子または
メタリックフレークも挙げられる。顔料は、通常、コーティング組成物に可溶でない。
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【００１４】
　１種もしくは複数種の「効果顔料」という用語は、コーティング中で特殊効果を生じる
顔料を意味する。効果顔料の例としては、光散乱顔料、光干渉顔料、および光反射顔料が
挙げられるが、これらに限定されるものではない。フレーク、たとえば、アルミニウムフ
レークなどのようなメタリックフレークは、そのような効果顔料の例である。
【００１５】
　本明細書中で用いられる「外観」とは、（１）コーティングを目視または認識する基に
なる視覚経験の側面と、（２）コーティングの分光的側面および幾何学的側面をその照明
・目視環境と統合して行われる認知と、を意味する。一般的には、外観としては、テクス
チャー、光輝、またはコーティングの他の視覚的効果が挙げられ、特定的には、異なる目
視角および／または異なる照明角で目視したときのものが挙げられる。
【００１６】
　ゴニオアパレントフレークとは、照明角または目視角の変化に伴って色もしくは外観ま
たはそれらの組合せが変化することに関係するフレークを意味する。アルミニウムフレー
クのようなメタリックフレークは、ゴニオアパレントフレークの例である。
【００１７】
　「染料」という用語は、１つもしくは複数の色を生じる１種もしくは複数種の着色剤を
意味する。染料は、通常、コーティング組成物に可溶である。
【００１８】
　「データベース」という用語は、検索および取り出しが可能な関連情報の集合を意味す
る。データベースは、検索可能な数値、英数字、もしくはテキストの電子ドキュメント、
検索可能なＰＤＦドキュメント、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｅｘｃｅｌ（登録商標）スプレッ
ドシート、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ａｃｃｅｓｓ（登録商標）データベース（両方ともＭｉ
ｃｒｏｓｏｆｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｒｅｄｍｏｎｄ，Ｗａｓｈｉｎｇｔｏ
ｎにより供給される）、Ｏｒａｃｌｅ（登録商標）データベース（Ｏｒａｃｌｅ　Ｃｏｒ
ｐｏｒａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｒｅｄｗｏｏｄ　Ｓｈｏｒｅｓ，Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａにより
供給される）、またはＬｙｎｕｘデータベースでありうる。これらは、それぞれ、それら
の個々の商標で登録されている。データベースは、検索および取り出しが可能なコンピュ
ーター可読記憶媒体中に存在する一連の電子ドキュメント、写真、画像、図表、または図
面でありうる。データベースは、単一のデータベースまたは一連の関連データベースまた
は一群の非関連データベースでありうる。「関連データベース」とは、そのようなデータ
ベースを関連付けるために使用しうる少なくとも１つの共通情報要素が関連データベース
中に存在することを意味する。関連データベースの一例は、Ｏｒａｃｌｅ（登録商標）リ
レーショナルデータベースでありうる。
【００１９】
　「車両」、「自動車の」、「自動車」という用語は、自動車、たとえば、乗用車、バン
、ミニバン、バス、ＳＵＶ（スポーツ用多目的車）；トラック；トレーラートラック；ト
ラクター；オートバイ；トレーラー；ＡＴＶ（全地形型車両）；ピックアップトラック；
ヘビーデューティームーバー、たとえば、ブルドーザー、クレーン車、およびアースムー
バー；航空機；ボート；船舶；またはコーティング組成物で被覆される他の輸送手段を意
味する。
【００２０】
　本明細書中で用いられる計算デバイスとは、デスクトップコンピューター、ラップトッ
プコンピューター、ポケットＰＣ、パーソナルディジタルアシスタント（ＰＤＡ）、ハン
ドヘルド電子処理デバイス、ＰＤＡおよび移動電話の機能を組み合わせたスマートフォン
、または情報の自動処理が可能な任意の他の電子デバイスを意味する。計算デバイスは、
データベースまたは他の計算デバイスへの有線接続または無線接続を有しうる。計算デバ
イスは、イントラネットやインターネットをはじめとする有線ネットワークまたは無線ネ
ットワークを介して接続されたマルチコンピュータークライアントホストシステム内でホ
ストコンピューターと通信するクライアントコンピューターでありうる。計算デバイスは
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また、有線接続または無線接続を介してデータ入力デバイスまたはデータ出力デバイスと
結合するように構成可能である。たとえば、ラップトップコンピューターは、無線接続を
介して色データおよび画像を受信するように作動的に構成可能である。計算デバイスはさ
らに、他のデバイスのサブユニットでありうる。そのようなサブユニットの例は、撮像デ
バイス内、分光光度計内、または変角分光光度計内の処理チップでありうる。計算デバイ
スは、モニタースクリーンのようなディスプレイデバイスに接続可能である。しかしなが
ら、ディスプレイデバイスが必要というわけではない。「ポータブル計算デバイス」とし
ては、ラップトップコンピューター、ポケットＰＣ、パーソナルディジタルアシスタント
（ＰＤＡ）、ハンドヘルド電子処理デバイス、移動電話、ＰＤＡおよび移動電話の機能を
組み合わせたスマートフォン、タブレットコンピューター、または情報およびデータの処
理が可能かつ人による持運びが可能な任意の他のスタンドアロンデバイスもしくはサブユ
ニットデバイスが挙げられる。
【００２１】
　有線接続としては、ハードウェア結合、スプリッター、コネクター、ケーブル、または
ワイヤーが挙げられる。無線接続および無線デバイスとしては、Ｗｉ－Ｆｉデバイス、Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈデバイス、広域ネットワーク（ＷＡＮ）無線デバイス、ローカルエリア
ネットワーク（ＬＡＮ）デバイス、赤外線通信デバイス、光データ転送デバイス、無線送
信機および場合により無線受信機、無線電話、無線電話アダプターカード、または高周波
長、可視波長、もしくは不可視波長をはじめとする広範にわたる電磁波長で信号を送信可
能な任意の他のデバイスが挙げられるが、これらに限定されるものではない。
【００２２】
　撮像デバイスとは、可視波長または不可視波長をはじめとする広範にわたる電磁波長で
画像を取込み可能なデバイスを意味する。撮像デバイスの例としては、スチルフィルム光
学カメラ、ディジタルカメラ、Ｘ線カメラ、赤外線カメラ、アナログビデオカメラ、およ
びディジタルビデオカメラが挙げられるが、これらに限定されるものではない。ディジタ
ルイメージャーまたはディジタル撮像デバイスとは、撮像デバイスがディジタル信号で画
像を取り込むことを意味する。ディジタルイメージャーの例としては、ディジタルスチル
カメラ、ディジタルビデオカメラ、ディジタルスキャナー、および電荷結合デバイス（Ｃ
ＣＤ）カメラが挙げられるが、これらに限定されるものではない。撮像デバイスは、白黒
レベル、グレースケールレベル、または種々の色レベルで画像を取り込むことが可能であ
る。本発明ではディジタルイメージャーが好ましい。非ディジタル撮像デバイスを用いて
取り込まれた画像たとえばスチル写真は、ディジタルスキャナーを用いてディジタル画像
に変換可能であり、これもまた本発明に好適でありうる。
【００２３】
　照明を提供するための照明デバイスは、典型的には、Ｉｌｌｕｍｉｎａｔｉｏｎ　Ｔｅ
ｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ　Ｉｎｃ．，Ｅａｓｔ　Ｓｙｒａｃｕｓｅ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋによ
り供給されるタングステンハロゲンランプＥＫＥを備えたＩＴ３９００のような光源と、
Ｓｃｈｏｔｔ　Ｆｏｓｔｅｃ　Ｉｎｃ．，Ａｕｂｕｒｎ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋにより供給さ
れる光ファイバーバンドルＡ０８０２５．６０と、を含む。これは、設定強度で４００ナ
ノメートル～７００ナノメートルの可視光領域内の照明ビームを生成しうる。システムは
、好ましくは、持運び可能であり、好ましくは、光源を収容するための密閉された拡張部
分を備える。しかしながら、出願人はまた、他の選択肢の手段、たとえば、ＬＭ－５０ラ
ンプを備えたＭＨＦ－Ｃ５０ＬＲ光源と、光源から照明ビームをパイプ内伝送するための
ＭＭＬ４－４５Ｄマイクロマシンレンズ系に接続された光ファイバーバンドル（Ｍｏｒｉ
ｔｅｘ　ＵＳＡ　Ｉｎｃ．，Ｓａｎ　Ｊｏｓｅ，Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａにより供給される
）と、を使用することも可能であると考える。有効照度を選択するための手段は、任意の
従来手段、たとえば、電流を変化させて光源のフィラメントに印加しうる電圧調整器であ
りうる。照度は、事前設定強度を達成するようにコンピューターから実行される従来のソ
フトウェアプログラムに従って制御可能である。照度を制御するためにここで使用される
コンピューターは、画像を受信するための同一の上述の計算デバイスまたは個別のコンピ
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ューターまたは個別のコンピューターでありうる。任意の好適なコンピューター、たとえ
ば、Ｄｅｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｃｏｒｐ．，Ｒｏｕｎｄ　Ｒｏｃｋ，Ｔｅｘａｓによ
り供給されるＤｅｌｌ　Ｐｒｅｃｉｓｉｏｎ　Ｍ５０モデルを使用することが可能である
。所望により、システムは、当業者により必要であると判断された場合、追加の手段、た
とえば、光源から放出された１つ以上の光ビームを平行化するためのコリメーティングレ
ンズまたはアパーチャーを含みうる。
【００２４】
　本発明は、効果顔料を含有する対象コーティングの色および外観の両方にマッチングす
る１つ以上のマッチング処方を同定する方法に関する。
【００２５】
　色データは、測色計、分光光度計、または変角分光光度計のような測色デバイスを用い
て対象コーティングの反射率を測定することにより取得可能である。任意の好適な測色計
または分光光度計、たとえば、Ｘ－Ｒｉｔｅ，Ｇｒａｎｄｖｉｌｌｅ，Ｍｉｃｈｉｇａｎ
により製造されるＭｏｄｅｌ　ＳＰ６４を使用することが可能である。種々の形状および
サイズを有するコーティングされた基材表面上に容易に定置可能であることから、ポータ
ブル分光光度計が好ましい。所望により、対象コーティングのいくつかの部分上で反射率
を測定して対象コーティングの反射率を平均することが可能である。分光反射率データは
、分光光度計を用いて取得可能である。典型的な分光光度計では、既知の強度の光ビーム
が対象コーティングの方向に方向付けられ、事前設定波長で少なくとも１つ、好ましくは
３つのアスペキュラー角で対象コーティングの反射率が逐次的に測定される。他の選択肢
として、既知の強度の光ビームを対象コーティングの方向に少なくとも１つ、好ましくは
３つの入射角で逐次的に方向付けることが可能であり、次に、照明角に依存して異なるア
スペキュラー角で測定が行われるように単一の検出デバイスを用いて事前設定波長で対象
コーティングの反射率を測定する。変角分光光度計は、双方向ジオメトリーを用いてさま
ざまな照明角および目視角で測定する能力を有する分光光度計である。変角分光光度計は
また、マルチアングル分光光度計としても知られる。任意の好適な変角分光光度計、たと
えば、Ｘ－Ｒｉｔｅ，Ｇｒａｎｄｖｉｌｌｅ，ＭｉｃｈｉｇａｎのＭｏｄｅｌ　ＭＡ６８
ＩＩまたはＭｕｒａｋａｍｉ　Ｃｏｌｏｒ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ，
Ｔｏｋｙｏ，ＪａｐａｎもしくはＩｓｏＣｏｌｏｒ　Ｉｎｃ．，Ｃａｒｌｓｔａｄｔ，Ｎ
ｅｗ　Ｊｅｒｓｅｙ，ＵＳＡにより提供されるものを使用することが可能である。多数の
角度、好ましくは３つ～５つの角度でゴニオアパレント色を測定することが望ましい。ベ
タ色の場合、単一のアスペキュラー角、典型的には４５度で十分である。ベタ色の場合の
一般的手段は、単一の角度で照明し、反射された光を全角度で捕捉する積分球を用いて対
象コーティングの拡散反射率を測定することである。拡散照明を行って単一の角度で測定
する逆の方法でも、等価な結果が得られる。対象コーティングがテクスチャー表面を有す
る場合、拡散反射率が好ましい。
【００２６】
　典型的には、測定は、４００ｎｍ～７００ｎｍの波長にわたり１０ｎｍの波長間隔で行
われる。波長の関数としての反射率パーセントのプロットは、「スペクトル曲線」または
分光反射率データと呼ばれる。ベタ色（非フレーク色または非ゴニオアパレント色、たと
えば、メタリックフレークの欠如した色）の場合、ベタ色の性質を測定するのに１つのス
ペクトル曲線だけで典型的には十分である。他の一般的な測定ジオメトリーは、０°もし
くは８°の目視を用いる拡散照明またはその逆である。フレークを有する対象コーティン
グすなわちゴニオアパレント色にマッチングさせる場合、追加の角度での反射率測定が必
要であろう。ＡＳＴＭ　Ｅ－２１９４は、正反射の方向を基準にして測定したときの３つ
の角度、すなわち、１５°、４５°、および１１０°を推奨している。ＤＩＮ　６１７５
－２は、すべてこれと同一の角度範囲内にある５つまでの角度を推奨している。Ｘ－Ｒｉ
ｔｅ　ＭＡ６８ＩＩでは、１５°、２５°、４５°、７５°、および１１０°で測定が可
能である。測定データまたは分光反射率データは、上述の米国特許公開第２００６／０１
８１７０７号明細書（参照により本明細書に組み入れられるものとする）に詳細に記載さ



(10) JP 5391424 B2 2014.1.15

10

20

30

40

50

れるように、Ｌ*，ａ*，ｂ*値またはＬ，Ｃ，ｈ値に変換可能である。
【００２７】
　色データとしては、彩度、色相、明度、暗色度などのような分光特性が挙げられうる。
色データとしてはさらに、車両の色コード、車両の車両識別番号（ＶＩＮ）、ＶＩＮの一
部、またはそれらの組合せが挙げられうる。
【００２８】
　外観データは、以下に記載の方法を用いて生成可能である。一実施形態では、撮像デバ
イスを用いて１つ以上の対象画像を取り込んでから計算デバイスを用いて対象画像を測定
することにより、外観データを取得することが可能である。対象画像は、静止画像または
ビデオ画像でありうる。静止画像およびビデオ画像はいずれも、本発明に好適である。対
象画像は、静止画像またはビデオ画像のいずれについても、同時にまたは後で外観特性を
測定するためにディジタル形式で記憶可能である。永久記憶させずに外観の測定を行うた
めに、対象画像を取り込んで計算デバイスに送信することが可能である。たとえば、記憶
させずにリアルタイムビデオ画像を用いることが可能である。本発明では、記憶画像が好
ましく、記憶静止画像がさらに好ましい。他の実施形態では、外観測定デバイスにより外
観データを生成し、非画像電子ファイルとして記憶することが可能である。そのような非
画像電子ファイルの例としては、位置と各位置の反射率強度とを関連付ける数値、テキス
ト、または英数字のデータファイルが挙げられるが、これらに限定されるものではない。
画像および非画像のデータファイルは、周知の方法に従って相互変換が可能である。たと
えば、以下に記載の方法を用いて画像を測定し、個別の外観データファイル内に記憶する
ことが可能である。
【００２９】
　外観データは、フィーチャー、フィーチャー値、フィーチャー値から計算もしくは誘導
された値、またはそれらの組合せから選択される１つ以上の外観特性を含みうる。フィー
チャーとは、コーティングの外観に寄与する特性または属性のことである。フィーチャー
、たとえば、光輝物体、フレークもしくはフレーク状物体、２つの隣接する物体間の物理
的距離、１つ以上の物体が存在する領域、多数の物体を有する領域、またはそれらの組合
せは、同定および位置特定が可能である。フィーチャーはまた、強度の分布、強度の変動
、またはコーティング外観の他の統計学的記述のような特性または属性でありうる。たと
えば、フィーチャーは、対象画像の目視可能なフレークまたはフレーク状物体でありうる
。当業者であれば、コーティングのある特性または属性を外観測定のためのフィーチャー
として含めるべきかどうかおよびフィーチャー値をどのように生成しうるかについての判
断を可能にする一連の要件を決定することが可能である。こうした要件および判断をコン
ピュータープログラムプロダクトに組み込んで、コーティングの外観を自動測定すること
が可能である。こうした要件および判断の例は、以下に記載の１つ以上の実施形態により
提供される。
【００３０】
　一実施形態では、フレークを含有する対象コーティングの１つ以上の画像は、
　ｉ）固定照明角でかつさまざまな照度で対象コーティングに照明を施す工程と、
　ｉｉ）対象コーティングのフレークがさまざまな明るさを呈する有効強度の有効照明を
選択する工程と、
　ｉｉｉ）前記有効照明の反射を対象コーティングから撮像デバイスの方向に方向付けて
対象コーティングの少なくとも１つの画像を取り込む工程と、
を含む方法を用いて取り込まれる。
【００３１】
　この実施形態で取り込まれた画像を測定して、当業者により適切であると判断された方
法を用いて外観データを生成させることが可能である。この実施形態で画像を測定するそ
のような方法の一例は、ｉ）第１の閾値レベルでかつ後続の閾値レベルで対象画像を走査
して、フレークが最大の明るさを呈する前記画像の明領域の集合と、フレークが中間の明
るさを呈する中間領域の集合と、目視可能なフレークを本質的に含まない暗領域の集合と
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、を同定する工程と、ｉｉ）明領域、中間領域、および暗領域のフィーチャーを抽出する
工程と、を含みうる。前記領域から抽出されるフィーチャー値としては、さまざまな事前
設定閾値レベルで識別可能なフレークまたはフレーク状物体の数、サイズ、および分割面
積が挙げられる。当然のことながら、この実施形態に係るコーティングデータベースは、
フィーチャー間の対応する差（本明細書中ではフィーチャー距離と呼ばれる）を適切に計
算しうるように、比較可能な外観特性、好ましくは、同一の方法、類似の方法、もしくは
互換性のある方法により生成されたものを有する必要がある。
【００３２】
　他の実施形態では、米国特許第６，９５２，２６５号明細書（参照により本明細書に組
み入れられるものとする）に詳細に記載される方法を用いて、対象画像を取り込むことが
可能である。最初に、事前設定強度の１つ以上の照明ビームを対象コーティングの方向に
方向付ける。ビームは、対象コーティングの表面に対して垂直な角度（０°）（法線角（
０°）としても知られる）または法線を基準にして－５°～＋５°の範囲内の角度に方向
付け可能である。好ましくは、１つ以上の照明ビームを複数の事前設定強度で、好ましく
は少なくとも２つ、より好ましくは少なくとも３つの事前設定強度で逐次的に方向付ける
。次に、対象コーティングの反射を撮像デバイスの方向に方向付けて、対象コーティング
の対象画像をカラーでまたは好ましくはグレースケールで取り込む。好ましくは、複数の
他の事前設定強度で対象コーティングの１つ以上の反射を撮像デバイスの方向に逐次的に
方向付ける。
【００３３】
　この実施形態に係る対象画像は、コンピューターやポータブルコンピューターのような
計算デバイスに送信可能である。対象コーティングの外観データは、画像から外観特性を
測定することにより計算デバイスにより生成される。前記外観データの生成に好適な一測
定法は、米国特許第６，９５２，２６５号明細書に記載されており、以下の工程を含む。
【００３４】
　（ａ）第１の事前設定強度でかつ第１の閾値レベルで対象画像を走査する工程。
【００３５】
　（ｂ）第１の事前設定強度で対象画像内の第１の閾値レベルを超える認識可能なピクセ
ルの領域の位置を決定する工程。
【００３６】
　（ｃ）第１の事前設定強度でかつ後続の前記閾値レベルで対象画像を走査する工程。
【００３７】
　（ｄ）第１の事前設定強度で対象画像内の後続の閾値レベルを超える認識可能なピクセ
ルの新領域の位置を決定する工程。
【００３８】
　（ｅ）前記工程（ｂ）で位置決定された第１の閾値レベルを超える認識可能なピクセル
の領域を内包する後続の閾値レベルを超える認識可能なピクセルの一致領域の位置を決定
する工程。
【００３９】
　（ｆ）前記工程（ｄ）および（ｅ）で位置決定された事前設定サイズのピクセルの新領
域および一致領域の数を加算して、第１の事前設定強度で閾値レベルを超える認識可能な
ピクセルの領域の事前設定サイズの最終数を記録する工程。この実施形態に係るフィーチ
ャーは、１つ以上の閾値レベルで目視可能なフレークもしくはフレーク状物体、２つの隣
接する物体間の物理的距離、または多数の物体を有する領域のような特性または属性であ
りうる。事前設定サイズの最終数はフィーチャー値と呼ばれる。
【００４０】
　（ｇ）後続の事前設定強度で、工程（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）、（ｅ）、および
（ｆ）を反復する工程。
【００４１】
　以上の方法の工程（ａ）～（ｇ）では、事前設定基準に基づいていくつかの判断が下さ



(12) JP 5391424 B2 2014.1.15

10

20

30

40

50

れる。工程（ａ）では、第１の事前設定強度でかつ第１の閾値レベルで、すなわち、最高
閾値レベルで対象画像を走査した場合、最も顕著な目視可能なフィーチャーを有するフレ
ークに対応するピクセルの領域の位置が決定されるであろう。その位置およびサイズ（サ
イズの事前設定基準を満たす）、そのような領域は新フレークとして記録される。後続の
閾値レベルで同一の対象画像を工程（ｃ）で走査した場合、ピクセルの新領域が、第１の
事前設定強度で対象画像内で後続の閾値レベルを超えて認識可能になる可能性がある。し
たがって、新フレークとして記録されたすでに位置決定された領域は、その追加のフィー
チャーがより低い閾値レベルで位置決定された後、より大きくなる可能性がある。以上の
一致領域は、前記後続の閾値レベルを超える認識可能なピクセルの単一の領域内に包囲さ
れた第１の閾値レベルを超える認識可能なピクセルの単一の連続領域を含む。そのような
想定下では、すでに位置決定され記録されたフレークサイズは廃棄され、新しいより大き
いサイズがその場所に記録される。
【００４２】
　他の選択肢として、以上の一致領域はまた、後続の閾値レベルを超える認識可能なピク
セルの領域内に併合された第１の閾値レベルを超える認識可能なピクセルの複数の領域を
も含みうる。したがって、すでに位置決定され小サイズの新フレークとして記録された小
領域のクラスターは、より低い閾値レベルで解析した場合、より大きいフレークの一部に
なる可能性がある。そのような想定下では、こうした小領域のすでに位置決定され記録さ
れたサイズは廃棄され、新しいより大きい領域が位置決定されそれらの場所に記録される
。そのほか、他の想定では、より高い閾値レベルで、より大きい領域がより小さい領域に
隣接して位置決定される可能性があり、それらは両方とも、位置決定され記録されるであ
ろう。しかしながら、より低い閾値レベルで目視した場合、同一の組合せがより大きい領
域の一部になる可能性がある。そのような想定下では、こうしたより小さい／より大きい
領域のすでに位置決定され記録されたサイズは保持され、より大きい領域は廃棄される。
なぜなら、より大きい領域は、１つの併合されたフレークとして出現した多数のフレーク
の結果である可能性があるからである。したがって、それは、１つの大きいフレークとし
て計数すべきではなく、２つの識別可能な領域、すなわち、より大きい領域およびより小
さい領域として計数すべきである。以上の状況のほかに、より高い閾値ではまったく記録
されなかった領域が、より低い閾値で出現する可能性があり、それもまた、その閾値レベ
ルで位置決定され記録されるであろう。さらに、より低い閾値レベルでさえもそのサイズ
に変化を示さないいかなる領域もまた、位置決定され変化なしとして記録されるであろう
。他の事前設定強度で同一のプロセスが反復される。
【００４３】
　より高い閾値およびより低い閾値ならびに多数の照明レベルで対象画像からフレークの
位置を決定しその数を記録することにより、前記測定方法は、事前設定照度で複数の対象
フィーチャーと対象コーティング中のフレークのサイズを反映する対応する対象フィーチ
ャー値とを含む外観データを生成させる。効果顔料としてフレークを有する対象コーティ
ングについてとくに説明されているが、以上で述べた方法はまた、他の効果顔料を含有す
るコーティングにも好適である。
【００４４】
　１つ以上のコーティング処方に関連付けられた代替コーティングのいくつかの既知のフ
レークの外観特性は、コーティングデータベース中に記憶される。代替コーティングのそ
れぞれの個々の外観特性としては、前記個々の外観特性を提供するように前記コーティン
グ処方に組み込まれたフレークのサイズ、量、およびタイプに関連付けられた複数の代替
フィーチャーおよび対応する代替フィーチャー値が挙げられる。個々の代替コーティング
は、既知のフレークおよび既知のバインダー（ポリマーなど）、顔料、溶媒、添加剤、な
らびに当業者により決定されるようなコーティングの形成に必要な他の成分を有する代替
コーティング組成物で代替パネルをコーティングすることにより作製される。代替コーテ
ィングの外観特性は、上述の撮像方法および測定方法と同一の方法またはそれと互換性の
ある方法を用いて生成される。代替コーティングの外観特性に関するデータは、記憶され
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た画像データファイルもしくは非画像データファイルまたはそれらの組合せでありうる。
代替コーティングの画像を記憶する利点は、対象コーティングの外観特性の測定にさまざ
まな閾値レベルを用いる場合、新しい代替画像を取り込む必要なく同一の閾値レベルを用
いて、記憶された代替コーティング画像を測定しうることである。
【００４５】
　さらに他の実施形態では、対象コーティングの１つ以上の画像は、
　ｉ）２つ以上の照明角でかつ１つ以上の事前設定強度で対象コーティングに逐次的に指
向性照明を施す工程と、
　ｉｉ）前記照明のそれぞれの反射を前記対象コーティングから撮像デバイスの方向に方
向付けて、前記対象コーティングの１つ以上の対象画像を逐次的に取り込む工程と、
を含む方法を用いて取り込まれる。
【００４６】
　さらに他の実施形態では、対象コーティングの１つ以上の画像は、
　ｉ）１つ以上の事前設定強度で対象コーティングに逐次的に拡散照明を施す工程と、
　ｉｉ）前記照明のそれぞれの反射を前記対象コーティングから撮像デバイスの方向に方
向付けて、前記対象コーティングの１つ以上の対象画像を逐次的に取り込む工程と、
を含む方法を用いて取り込まれる。
【００４７】
　さらに他の実施形態では、対象コーティングの１つ以上の画像は、
　ｉ）１つ以上の照明角でかつ１つ以上の事前設定強度で対象コーティングに逐次的に指
向性照明と拡散照明との組合せを施す工程と、
　ｉｉ）前記照明のそれぞれの反射を前記対象コーティングから撮像デバイスの方向に方
向付けて、前記対象コーティングの１つ以上の対象画像を逐次的に取り込む工程と、
を含む方法を用いて取り込まれる。
【００４８】
　これらの実施形態で取り込まれた画像を測定して、当業者により適切であると判断され
た方法を用いて外観データを生成させることが可能である。この実施形態で画像を測定す
るそのような方法の一例は、それぞれの前記照明角または強度でフィーチャーおよびフィ
ーチャー値を抽出することを含みうる。当然のことながら、この実施形態に係るコーティ
ングデータベースは、対応するフィーチャー距離を計算しうるように、比較可能な外観特
性、好ましくは、同一の方法、類似の方法、もしくは互換性のある方法により生成された
ものを有する必要がある。
【００４９】
　さらに他の実施形態では、外観データは、対象画像を取り込まずに生成可能である。そ
れは、対象コーティングの反射率を検出して、設定されたバイナリーデータファイルのよ
うな非画像データファイル中または外観情報を記録しうる他の非画像データファイル中に
直接記録することにより実施可能である。上述のディジタル撮像デバイスはいずれも、バ
イナリーデータファイルのような非画像データファイルを直接またはコンバーターを介し
て生成させるように構成可能である。スチルフィルムカメラにより取り込まれた写真のよ
うにアナログ撮像デバイスにより記録された画像は、たとえばスキャナーにより、ディジ
タル画像または非画像データファイルの形態に変換可能である。
【００５０】
　対象コーティングの色データまたは外観データは、対象コーティングの同一の部分また
は異なる部分で取得可能である。対象コーティングの異なる部分としては、対象コーティ
ングで被覆された基材の同一の部片の異なる部分および同一の対象コーティングで被覆さ
れた基材の異なる部片の異なる部分が挙げられる。たとえば、色データまたは外観データ
は、同一の型式の、同一の製造年の、かつ同一のコーティングで被覆された、異なる車両
から取得可能である。他の例では、色データまたは外観データは、同一の対象コーティン
グで被覆された、異なる対象パネルから取得可能である。
【００５１】
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　対象コーティングのＬ，ａ，ｂ値またはＬ*，ａ*，ｂ*値またはＬ，Ｃ，ｈ値のような
色データを計算デバイスに入力して、コーティングデータベース中に記憶されたコーティ
ングのＬ，ａ，ｂ値またはＬ*，ａ*，ｂ*値またはＬ，Ｃ，ｈ値のような色特性と比較す
ることが可能である。対象コーティングとコーティングデータベース中のコーティングと
の間の色差（本明細書中では、ΔＬ、Δａ、Δｂ、またはΔＬ*、Δａ*、Δｂ*、または
ΔＬ、ΔＣ、ΔＨと呼ばれる）の個々の側面は、上述の米国特許公開第２００６／０１８
１７０７号明細書に記載の式を用いて決定可能である。ただし、式中、ΔＬ、Δａ、Δｂ
、またはΔＬ*、Δａ*、Δｂ*、またはΔＬ、ΔＣ、ΔＨは、それぞれ、対象コーティン
グのＬ，ａ，ｂ色値またはＬ*，ａ*，ｂ*色値またはＬ，Ｃ，ｈ色値と、コーティングデ
ータベース中に記憶されたコーティングの対応する色値との差を表す。全色差ΔＥまたは
ΔＥ*は、次式を用いる計算可能である。
【数１】

【００５２】
　他の選択肢として、ΔＥまたはΔＥ*はまた、上述の米国特許公開第２００６／０１８
１７０７号明細書に記載の式を用いてΔＬ、ΔＣ、ΔＨから計算可能である。
【００５３】
　いくつかの色差式は、文献に発表されている。１９９４年、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ
ｌ　Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ　ｏｎ　Ｉｌｌｕｍｉｎａｔｉｏｎ（ＣＩＥ）は、現在「ＣＩＥ
９４式」と呼ばれる色差式を推奨した。他の一般に使用される式は「ＣＭＣ式」である。
これらは両方とも、上述の米国特許公開第２００６／０１８１７０７号明細書に示されて
いる。これらの式は、所与の照明条件下で、典型的には平均昼光に対応するイルミナント
Ｄ６５を用いて、法線方向の観測者により観測される等色の正確さの数学的推定を提供す
る。研究用のより最近のＣＩＥ推奨式は、ＣＩＥＤＥ２０００式である（出版物ＣＩＥ　
１４２－２００１，ＩＳＢＮ　３　９０１　９０６　０８　８，ＣＩＥ，Ｖｉｅｎｎａ，
Ａｕｓｔｒｉａ，２００１）。ゴニオアパレント色の場合、これらを多数の角度（好まし
くは３つ～５つ）で計算し、それぞれの角度でΔＥまたはΔＥ*を加重することにより組
み合わせることが望ましい。他の選択肢として、それぞれの角度に対して個々のΔＬ成分
、ΔＣ成分、ΔＨ成分を加重することによりそれらを組み合わせることが可能である。こ
の例は、Ｓａｒｉｓ，Ｈ．Ｊ．Ａ．ら（Ｃｏｌｏｒ　Ｒｅｓ．Ａｐｐｌ，１５，２００－
２０５，１９９０）により示されている。彼らは、その出版物中でＣＭＣ式を用いてそれ
ぞれの角度で各成分に対して最適化された加重を提案した。
【００５４】
　ΔＥまたはΔＥ*の値が特定の事前設定値未満である場合、一般的には、色差は有意で
ないとみなされる。したがって、対象コーティングと記憶された処方に基づいて作製され
たコーティングとの間の全色差ΔＥまたはΔＥ*が前記事前設定値未満である場合、記憶
された処方に基づいて作製されたコーティングは、一般的には、対象コーティングに対し
てマッチングまたはブレンド可能なマッチングを提供しうる。事前設定値は、当業者であ
れば、特定のニーズに応じて決定可能である。たとえば、車のミラーケースを車のコーテ
ィングの残りの部分の色および外観にマッチングする補修コーティングで被覆する場合、
ミラーケースと車のコーティングの残りの部分との間の色および外観の差はそれほど目立
たない可能性があるので、ΔＥまたはΔＥ*の事前設定値をわずかに高くすることが可能
である。しかしながら、車のドアパネルの領域を補修コーティングで被覆する場合、補修
領域とドアパネルの残りの部分と間の色および外観の差はかなり目立つので、ΔＥまたは
ΔＥ*の事前設定値をかなり小さくすることが可能である。
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【００５５】
　米国特許公開第２００６／０１８１７０７号明細書に記載の他の代替形態を用いて、対
象コーティングの色データを記憶された色特性と比較することも可能である。色データと
記憶された色特性との間の全色差は、順位付けられる。
【００５６】
　個々の対象フィーチャー値と個々の代替フィーチャー値との差（本明細書中ではフィー
チャー距離と呼ばれる）を計算することにより、外観データをコーティングデータベース
中に記憶されたそれぞれの個々の外観特性と比較することが可能である。次に、フィーチ
ャー距離の単純和、二乗平均平方根和、加重累積和、または他の計算和を求めることが可
能である。そのような計算和の一例は、当業者に公知の二乗平均平方根（ＲＭＳ）和であ
る。当業者の熟知するところであるが、最適化された色および／または外観のマッチング
を得るために、それぞれのフィーチャー、フィーチャー値、またはフィーチャー距離にさ
まざまな加重係数を付与することが可能である。計算要件、加重係数、およびアルゴリズ
ムについては、上述の米国特許第６，９５２，２６５号明細書（参照により本明細書に組
み入れられるものとする）に詳細に記載されている。比較の結果は、フィーチャー距離の
選択された和に基づいて順位付けられる。
【００５７】
　１つ以上のマッチング処方をコーティングデータベースから選択することが可能である
。ただし、前記マッチング処方は、色データにマッチングする色特性と外観データにマッ
チングする外観特性とを有する。一般的には、２未満のΔＥを有するすべてのコーティン
グ処方を選択し、次に、フィーチャー距離の和を検討する。２未満のΔＥを有しかつフィ
ーチャー距離の最小和を有するコーティング処方をマッチング処方として選択する。
【００５８】
　対象コーティングの色データは、色コード、車両の車両識別番号（ＶＩＮ）、ＶＩＮの
一部、またはそれらの組合せから取得可能である。多くの塗料供給業者、特定的には車両
再仕上げ塗料供給業者は、多くの場合、車両の元のコーティング（ＯＥＭコーティング）
にマッチングするマッチングコーティングを作製し、マッチングコーティングは、通常、
ＯＥＭコーティングの色コード、車両識別番号、または車両のＶＩＮの一部に関連付けら
れる。色コードまたはＶＩＮに基づいて車両のコーティングの色にマッチングさせる方法
は周知である。ＶＩＮおよび色コードを用いて対象コーティングの色にマッチングさせる
一例は、上述の欧州特許出願ＥＰ１１３９２３４号明細書に開示された。色コードもしく
はＶＩＮまたは色コードとＶＩＮとの組合せを使用する場合、色コード、ＶＩＮ、ＶＩＮ
の一部、またはそれらの組合せに関連付けられたコーティング処方を有するコーティング
データベースからいくつかのコーティング処方を取り出すことが可能である。本発明によ
り生成された外観特性をそのようなコーティングデータベースに統合することが可能であ
り、かつコーティング処方に関連付けることが可能である。その結果、対象コーティング
の色データおよび外観データを用いて、色および外観の両方にマッチングする１つ以上の
処方を選択することが可能になる。
【００５９】
　当業者には当然のことながら、対象コーティングの色データおよび外観データは、コー
ティングデータベース中に記憶された色特性および外観特性と互換性のある形式でなけれ
ばならない。たとえば、対象コーティングの色データがＬ*，ａ*，ｂ*データである場合
、コーティングデータベース中に記憶された色特性は、Ｌ*，ａ*，ｂ*データと互換性が
なければならず、対象コーティングの外観データが多数の強度で固定照明角から得られた
ものである場合、コーティングデータベース中に記憶された外観特性もまた、同一のデー
タまたは互換性のあるデータにすべきである。同様に、当業者には当然のことながら、い
くつかのデータ形式は、変換または相互変換が可能である。たとえば、分光反射率データ
は、Ｌ*，ａ*，ｂ*データに変換可能である。コーティングデータベースは、多数のデー
タ形式の色特性および／または外観特性をそれぞれの記憶されたコーティング処方に関連
付けて色データまたは外観データをデータベース中の互換性のある特性と自動比較できる
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ように構築可能である。
【００６０】
　１つ以上のマッチング処方を選択した後、対象コーティングの色および外観にマッチン
グするコーティングを作製するために、マッチング処方に従ってマッチングコーティング
組成物を調製することが可能である。マッチングコーティングが色または外観に関して完
全に満足すべきでものではない場合、当業者は、処方中の１つ以上の成分の量を変更する
ことにより処方をさらに調整することが可能である。
【００６１】
　本発明はさらに、効果顔料を含有する対象コーティングの色および外観にマッチングす
る１つ以上のマッチング処方を同定するシステムに関する。
【００６２】
　そのようなシステムの一実施形態は、対象コーティングの色データを取得するための測
色デバイスと、対象コーティングの対象画像を取得するための撮像デバイスと、１つ以上
の事前設定照度で対象コーティングに照明を施して前記照明の反射を撮像デバイスの方向
に方向付ける照明デバイスと、プロセッサーとメモリー要素とを含む計算デバイスと、色
特性と外観特性とに関連付けられたコーティング処方を含有するコーティングデータベー
スであって、計算デバイスからアクセス可能であるコーティングデータベースと、以下の
工程、すなわち、
　ａ．前記対象コーティングの色データおよび対象画像を受信する工程と、
　ｂ．前記対象画像から前記対象コーティングの特性を測定して外観データを生成する工
程と、
　ｃ．前記色データおよび前記外観データをコーティングデータベース中に記憶された色
特性および外観特性と比較する工程と、
　ｄ．コーティングデータベースから１つ以上の前記マッチング処方を選択する工程であ
って、前記マッチング処方は、色データにマッチングする色特性と外観データにマッチン
グする外観特性とを有する工程と、
を含む計算プロセスを計算デバイスに実行させるようにする、メモリー要素中に作動的に
存在する計算プログラムプロダクトと、
を含む。
【００６３】
　そのようなシステムの他の実施形態は、対象コーティングの色データを取得するための
測色デバイスと、前記対象コーティングの外観データを取得するための外観測定デバイス
と（ただし、前記外観デバイスは、１つ以上の事前設定照度で対象コーティングに照明を
施して前記照明の反射を前記撮像デバイスの外観測定素子の方向に方向付ける照明デバイ
スをさらに含みうる）、プロセッサーとメモリー要素とを含む計算デバイスと、色特性と
外観特性とに関連付けられたコーティング処方を含有するコーティングデータベースであ
って、計算デバイスからアクセス可能であるコーティングデータベースと、以下の工程、
すなわち、
ａ．前記対象コーティングの色データおよび外観データを受信する工程と、
ｂ．前記色データおよび前記外観データをコーティングデータベース中に記憶された色特
性および外観特性と比較する工程と、
ｃ．コーティングデータベースから１つ以上の前記マッチング処方を選択する工程であっ
て、前記マッチング処方は、色データにマッチングする色特性と外観データにマッチング
する外観特性とを有する工程と、
を含む計算プロセスを計算デバイスに実行させるようにする、メモリー要素中に作動的に
存在する計算プログラムプロダクトと、
を含む。
【００６４】
　当業者であれば、光反射を検出しかつ外観データを記録するように上述の撮像デバイス
の一部もしくは全部を変更または再構成することが可能である。また、撮像デバイスを１
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つ以上の計算デバイスと組み合わせて外観データを測定しかつ記録することが可能である
。撮像デバイスはまた、画像を別の計算デバイスに転送することなく外観データを処理し
かつ記録しうる内蔵型計算デバイスユニットを有しうる。
【実施例】
【００６５】
　以下の実施例で本発明をさら明確にする。当然のことながら、こうした実施例は、本発
明の好ましい実施形態を示すものであるが、実例として与えられているにすぎない。以上
の考察およびこうした実施例から、当業者であれば、本発明の本質的特性を確認すること
が可能であり、その趣旨および範囲から逸脱することなく種々の変更および修正を加えて
種々の用途および条件に適合するようにすることが可能である。
【００６６】
外観の測定
　Ｊａｉ　Ｐｕｌｎｉｘ　ｏｆ　Ｓａｎ　Ｊｏｓｅ，Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ，ＵＳＡの撮
像デバイスＴＭ－７ＥＸを用いて対象画像を取り込んだ。照明角を対象コーティングの表
面に垂直な０°に設定し、対象コーティング中のフレークがさまざまな明るさを示すよう
に有効照度を選択した。ここで使用した撮像デバイスは、０～２５５の範囲内の画像強度
レベルでディジタル画像を記憶する。この範囲は、ディジタル画像中の任意の１つのピク
セルのデータを表すために使用される８ビットデータ形式に由来する。画像の最も明るい
部分が画像強度レベル２５５またはその近傍になるようにすると同時により低い画像強度
の物体が依然として画像中に目視可能であるように、照度の設定値を選択する。コーティ
ングデータベースは、代替コーティングの個々の画像を含む。ただし、代替コーティング
の画像は、同一の照明条件を用いて取り込まれたものであった。
【００６７】
　取り込まれた画像から外観特性を測定するために、３つの異なる閾値レベルを設定した
。Ｔ１は最大であり、Ｔ２は中間であり、Ｔ３はバックグラウンドに対応する。この実施
例に記載の測定では、次の閾値レベルを設定した。
　Ｔ１＝２２５、
　Ｔ２＝１５０、および
　Ｔ３＝１００。
【００６８】
　次に、コンピュータープログラムプロダクトを用いて各画像から以下のフィーチャーを
抽出した。画像ごとに、全画像のピクセルを測定した。統計学的目的のために、２つ以上
の画像を測定することが可能である。実施例に示されるいくつかのデータは、２つ以上の
画像から得られた測定値の平均値を表す。対象コーティングまたは代替コーティングの同
一部分または異なる部分で画像を取り込んだ。以下に記載の指定のサイズに基づいて、小
、中、大、および特大のような異なるカテゴリーにフィーチャーを分類した。当然のこと
ながら、当業者であれば、適切な判断に基づいて、フィーチャーの一部もしくは全部に対
して異なるサイズを選択することが可能である。
【００６９】
１）閾値レベルＴ１の場合：
　物体の数：Ｔ１閾値以上の画像強度を有する識別可能かつ連続の光輝物体の全数。
　Ｓｍの数：各画像で測定された小さい光輝物体の平均数。小さい光輝物体は、１０～２
０マイクロメートルの範囲内の少なくとも１つの寸法を有する物体として定義される。１
０マイクロメートル未満の物体は、この特定の測定では無視された。
　Ｍｅｄの数：各画像で測定された中程度の光輝物体の平均数。中程度の光輝物体は、２
０～３０マイクロメートルの範囲内の少なくとも１つの寸法を有する物体として定義され
る。
　Ｌｇの数：各画像で測定された大きい光輝物体の平均数。大きい光輝物体は、３０～５
０マイクロメートルの範囲内の少なくとも１つの寸法を有する物体として定義される。
　ＥｘＬｇの数：各画像で測定された特大の光輝物体の平均数。特大の光輝物体は、５０
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　Ｔ１の面積：閾値レベルＴ１を超える画像強度を有する画像の分割面積。平均値は、各
コーティングに対してそのコーティングの多数の測定に基づいて与えられたものであった
。
【００７０】
　測定データを表１に示す。
【００７１】
表 1. 閾値レベルT1における測定データ

【００７２】
２）閾値レベルＴ２の場合：
　Ｅｘｐの数：４つの上述のカテゴリー、すなわち、小、中、大、および特大に属する光
輝物体の平均数。ただし、光輝物体のサイズは、閾値レベルＴ１のときと比較して閾値レ
ベルＴ２のときに拡張されている。平均値は、各コーティングに対してそのコーティング
の多数の測定に基づいて与えられたものであった（表２）。
　Ｎｅｗの数：４つの上述のカテゴリーに属する新しい光輝物体の平均数。ただし、新し
い光輝物体は、閾値レベルＴ１のときに検出されたいかなる光輝物体とも異なる連続領域
である。平均値は、各コーティングに対してそのコーティングの多数の測定に基づいて与
えられたものであった（表２）。
　Ｅｘｐの面積：閾値レベルＴ１のときと比較して閾値レベルＴ２のときに拡張された光
輝物体を有する画像の分割面積。平均値は、各コーティングに対してそのコーティングの
多数の測定に基づいて与えられたものであった（表３）。
　Ｎｅｗの面積：閾値レベルＴ２のときの新しい光輝物体を有する画像の分割面積。平均
値は、各コーティングに対してそのコーティングの多数の測定に基づいて与えられたもの
であった（表３）。
　Ｈｉの面積：以上に記載したＥｘｐの面積とＮｅｗの面積との和（表３）。
【００７３】
３）閾値レベルＴ３の場合：
　Ｍｉｄの面積：閾値レベルＴ２およびＴ３の間の画像強度を有する画像の分割面積。平
均値は、各コーティングに対してそのコーティングの多数の測定に基づいて与えられたも
のであった。
　Ｌｏの面積：閾値レベルＴ３未満の画像強度を有する画像の分割面積。平均値は、各コ
ーティングに対してそのコーティングの多数の測定に基づいて与えられたものであった。
【００７４】
　　　表 2.  閾値レベルT2におけるフィーチャー値
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【００７５】
　　　　表 3: 閾値レベルT2およびT3におけるフィーチャー値

【００７６】
　対象コーティングの外観データは、３つの閾値レベルで生成された対象コーティングの
測定データを含み、表１、２、および３に示される。コーティングデータベース中に記憶
された外観特性は、３つの閾値レベルで生成された代替コーティングの測定データを含み
、同様に、表１、２、および３に示される。
【００７７】
色の測定および比較
　Ｘ－Ｒｉｔｅ，Ｇｒａｎｄｖｉｌｌｅ，Ｍｉｃｈｉｇａｎにより製造された変角分光光
度計Ｍｏｄｅｌ　ＭＡ６８ＩＩを用いて、以上で述べた対象コーティングおよび代替コー
ティングの測色を行った。Ｘ－Ｒｉｔｅ，Ｇｒａｎｄｖｉｌｌｅ，Ｍｉｃｈｉｇａｎによ
り製造されたＭｏｄｅｌ　ＳＰ６４のような分光光度計を使用することも可能である。
【００７８】
　対象コーティングと各代替コーティングとの間の全色差ΔＥを計算し、表４に示した。
【００７９】
　　　　　　　表 4. 全色差
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【００８０】
外観データの比較
　対応するフィーチャー値を計算して比較することにより、対象コーティングの外観フィ
ーチャーを含む外観データを代替コーティングの外観フィーチャーと比較した。
【００８１】
　最初に、フィーチャー値の個々の比、すなわち、Ｅｘｐの面積／Ｔ１の面積およびＮｅ
ｗの面積／Ｔ１の面積を以下の式を用いて計算した。
　　ＲEA＝Ｅｘｐの面積／Ｔ１の面積
　　ＲNA＝Ｎｅｗの面積／Ｔ１の面積
ここで、対応するフィーチャー値のＴ１の面積は表１に示され、そしてＥｘｐの面積およ
びＮｅｗの面積は表３に示される。
【００８２】
　次に、個々のフィーチャー距離ＲEA-Alt－ＲEA-Tgt、ＲNA-Alt－ＲNA-Tgt、およびフィ
ーチャー距離の二乗平均平方根（ＲＭＳ）を以下の式を用いて計算した。
　　ＲＭＳ＝（（（ＲEA-Alt－ＲEA-Tgt）

2＋（ＲNA-Alt－ＲNA-Tgt）
2）／２）1/2

ただし、上記式中、
　ＲEA-Altは、代替コーティングのＲEA値であり、
　ＲEA-Tgtは、対象コーティングのＲEA値であり、
　ＲNA-Altは、代替コーティングのＲEN値であり、
　ＲNA-Tgtは、対象コーティングのＲEN値である。
【００８３】
　フィーチャー距離とフィーチャー距離の和とを計算するためにこの実施例では２つの比
だけが示されたことに留意すべきである。当業者により必要であると判断された場合、追
加のフィーチャー、フィーチャー値、またはフィーチャー距離を使用することが可能であ
る。また、当然のことながら、１つ以上のフィーチャー、フィーチャー値、またはフィー
チャー距離に異なる加重係数を与えて、フィーチャー距離の加重和を求めることも可能で
ある。
【００８４】
　フィーチャー距離のＲＭＳの計算結果を表５に示す。
【００８５】
　　　　　　　　　　　　表 5. フィーチャー距離のRMS
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　表５に示されたＲＭＳの結果に基づいて、代替コーティングに対して以下の最初の外観
の順位付けを行った（表６）。
【００８７】
　　　　　　　　表 6. 最初の外観の順位付けリスト

【００８８】
　次に、上位に順位付けられた代替コーティングに対して追加のフィーチャー値を検討し
た。特大の光輝物体の数（表１中のＥｘＬｇの数の列）の差を比較した。表１のデータに
基づいて、最上位に順序付けられた代替Ａコーティングは、対象コーティングと比較して
より粗いコーティングを生じる原因となりうる特大の光輝物体が多すぎることが確認され
た。次に、代替コーティングの代替Ｆを順位付けリスト中で上位に移動させた。上位の代
替コーティングのそれぞれに対してこのプロセスを反復して、洗練された外観の順位付け
を行った。色および外観の両方の順位付けに関するバランス要件に基づいて処方の選択を
行った。代替Ｆはベストマッチングであり、代替Ｂおよび代替Ａもまた、許容範囲内で対
象コーティングの色および外観の両方にマッチングする、満足すべきものであった。最終
処方の選択結果を表７に示す。
【００８９】
　　　　　　　　　　　　　　　表 7. 処方選択結果
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　以下に本発明の態様を示す。
１．効果顔料を含有する対象コーティングの色および外観にマッチングする１つ以上のマ
ッチング処方を同定する方法であって、
　ａ）前記対象コーティングの色データを取得する工程と、
　ｂ）前記対象コーティングの外観データを取得する工程と、
　ｃ）前記色データおよび前記外観データをコーティングデータベース中に記憶された色
特性および外観特性と比較する工程と、
　ｄ）前記コーティングデータベースから１つ以上の前記マッチング処方を選択する工程
であって、前記マッチング処方は、前記色データにマッチングする色特性と前記外観デー
タにマッチングする外観特性とを有する、工程と、
を含む方法。
２．前記色データがＬ*，ａ*，ｂ*値またはＬ，Ｃ，ｈ値を含む、上記１に記載の方法。
３．前記色データが分光反射率データを含む、上記１に記載の方法。
４．前記色データが、車両の色コード、車両の車両識別番号（ＶＩＮ）、ＶＩＮの一部、
またはそれらの組合せから選択される色識別コードを含む、上記１に記載の方法。
５．前記効果顔料がゴニオアパレントフレークである、上記１に記載の方法。
６．前記対象コーティングが自動車の車体の表面に固定されている、上記１に記載の方法
。
７．効果顔料を含有する対象コーティングの色および外観にマッチングする１つ以上のマ
ッチング処方を同定する方法であって、
　ａ）測色デバイスを用いて前記対象コーティングの色データを取得する工程と、
　ｂ）撮像デバイスを用いて１つ以上の事前設定照度で前記対象コーティングの１つ以上
の対象画像を取得する工程と、
　ｃ）前記対象画像から前記対象コーティングの特性を測定して外観データを生成する工
程と、
　ｄ）前記色データおよび前記外観データをコーティングデータベース中に記憶された色
特性および外観特性と比較する工程と、
　ｅ）前記コーティングデータベースから１つ以上の前記マッチング処方を選択する工程
であって、前記マッチング処方は、前記色データにマッチングする色特性と前記外観デー
タにマッチングする外観特性とを有する工程と、
を含む方法。
８．前記工程ｂ）が、
　ｉ）少なくとも２つの前記事前設定照度で前記対象コーティングに逐次的に照明を施す
ことと、
　ｉｉ）前記照明のそれぞれの反射を前記対象コーティングから前記撮像デバイスの方向
に方向付けて、前記対象コーティングの１つ以上の対象画像を逐次的に取り込むことと、
を含む、上記７に記載の方法。
９．前記工程ｂ）が、
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　ｉ）固定照明角でかつ前記事前設定照度で前記対象コーティングに照明を施すことと、
　ｉｉ）前記対象コーティングの前記効果顔料がさまざまな明るさを呈する有効強度の有
効照明を選択することと、
　ｉｉｉ）前記有効照明の反射を前記対象コーティングから前記撮像デバイスの方向に方
向付けて前記対象コーティングの少なくとも１つの画像を取り込むことと、
を含む、上記７に記載の方法。
１０．前記工程ｂ）が、
　ｉ）２つ以上の照明角でかつ前記１つ以上の事前設定強度で前記対象コーティングに逐
次的に照明を施すことと、
　ｉｉ）前記照明のそれぞれの反射を前記対象コーティングから前記撮像デバイスの方向
に方向付けて、前記対象コーティングの１つ以上の対象画像を逐次的に取り込むことと、
を含む、上記７に記載の方法。
１１．前記測色デバイスが、測色計、分光光度計、または変角分光光度計である、上記７
～１０のいずれか一項に記載の方法。
１２．前記色データがＬ*，ａ*，ｂ*値またはＬ，Ｃ，ｈ値を含む、上記７～１０のいず
れか一項に記載の方法。
１３．前記色データが分光反射率データを含む、上記７～１０のいずれか一項に記載の方
法。
１４．前記色データが、車両の色コード、車両の車両識別番号（ＶＩＮ）、ＶＩＮの一部
、またはそれらの組合せから選択される色識別コードを含む、上記７～１０のいずれか一
項に記載の方法。
１５．前記撮像デバイスがディジタルイメージャーである、上記７～１０のいずれか一項
に記載の方法。
１６．前記効果顔料がゴニオアパレントフレークである、上記７～１０のいずれか一項に
記載の方法。
１７．前記対象コーティングが自動車の車体の表面に固定されている、上記７～１０のい
ずれか一項に記載の方法。
１８．前記測色デバイスおよび前記撮像デバイスが、前記対象コーティングの同一の部分
から前記色データおよび前記対象画像を同時にまたは逐次的に取得するように構成されて
いる、上記７～１０のいずれか一項に記載の方法。
１９．前記測色デバイスおよび前記撮像デバイスが、前記対象コーティングの異なる部分
から前記色データおよび前記対象画像を同時にまたは逐次的に取得するように構成されて
いる、上記７～１０のいずれか一項に記載の方法。
２０．効果顔料を含有する対象コーティングの色および外観にマッチングする１つ以上の
マッチング処方を同定するシステムであって、
　ａ）前記対象コーティングの色データを取得するための測色デバイスと、
　ｂ）前記対象コーティングの外観データを取得するための外観測定デバイスと、
　ｃ）プロセッサーとメモリー要素とを含む計算デバイスと、
　ｄ）色特性と外観特性とに関連付けられたコーティング処方を含有するコーティングデ
ータベースであって、前記計算デバイスからアクセス可能であるコーティングデータベー
スと、
　ｅ）以下の工程、すなわち、
　　ｉ）前記対象コーティングの前記色データおよび前記外観データを受信する工程と、
　　ｉｉ）前記色データおよび前記外観データを前記コーティングデータベース中に記憶
された色特性および外観特性と比較する工程と、
　　ｉｉｉ）前記コーティングデータベースから１つ以上の前記マッチング処方を選択す
る工程であって、前記マッチング処方は、前記色データにマッチングする色特性と前記外
観データにマッチングする外観特性とを有する工程と、
を含む計算プロセスを前記計算デバイスに実行させるようにする、前記メモリー要素中に
作動的に存在する計算プログラムプロダクトと、
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を含むシステム。
２１．前記測色デバイスが、測色計、分光光度計、または変角分光光度計である、上記２
０に記載のシステム。
２２．前記色データがＬ*，ａ*，ｂ*値またはＬ，Ｃ，ｈ値を含む、上記２０に記載のシ
ステム。
２３．前記色データが分光反射率データを含む、上記２０に記載のシステム。
２４．前記色データが、車両の色コード、車両の車両識別番号（ＶＩＮ）、ＶＩＮの一部
、またはそれらの組合せから選択される色識別コードを含む、上記２０に記載のシステム
。
２５．前記外観測定デバイスがディジタルイメージャーである、上記２０に記載のシステ
ム。
２６．前記効果顔料がゴニオアパレントフレークである、上記２０に記載のシステム。
２７．前記対象コーティングが自動車の車体の表面に固定されている、上記２０に記載の
システム。
２８．効果顔料を含有する対象コーティングの色および外観にマッチングする１つ以上の
マッチング処方を同定するシステムであって、
　ａ）前記対象コーティングの色データを取得するための測色デバイスと、
　ｂ）事前設定照度で前記対象コーティングの対象画像を取得するための撮像デバイスと
、
　ｃ）１つ以上の事前設定照度で前記対象コーティングに照明を施して前記照明の反射を
前記撮像デバイスの方向に方向付ける照明デバイスと、
　ｄ）プロセッサーとメモリー要素とを含む計算デバイスと、
　ｅ）色特性と外観特性とに関連付けられたコーティング処方を含有するコーティングデ
ータベースであって、前記計算デバイスからアクセス可能であるコーティングデータベー
スと、
　ｆ）以下の工程、すなわち、
　　ｉ）前記対象コーティングの前記色データおよび前記対象画像を受信する工程と、
　　ｉｉ）前記対象画像から前記対象コーティングの特性を測定して外観データを生成す
る工程と、
　　ｉｉｉ）前記色データおよび前記外観データを前記コーティングデータベース中に記
憶された色特性および外観特性と比較する工程と、
　　ｉｖ）前記コーティングデータベースから１つ以上の前記マッチング処方を選択する
工程であって、前記マッチング処方は、前記色データにマッチングする色特性と前記外観
データにマッチングする外観特性とを有する工程と、
を含む計算プロセスを前記計算デバイスに実行させるようにする、前記メモリー要素中に
作動的に存在する計算プログラムプロダクトと、
を含むシステム。
２９．前記測色デバイスが、測色計、分光光度計、または変角分光光度計である、上記２
８に記載のシステム。
３０．前記色データがＬ*，ａ*，ｂ*値またはＬ，Ｃ，ｈ値を含む、上記２８に記載のシ
ステム。
３１．前記色データが、車両の色コード、車両の車両識別番号（ＶＩＮ）、ＶＩＮの一部
、またはそれらの組合せから選択される色識別コードを含む、上記２８に記載のシステム
。
３２．前記撮像デバイスがディジタルイメージャーである、上記２８に記載のシステム。
３３．前記効果顔料がゴニオアパレントフレークである、上記２８に記載のシステム。
３４．前記照明デバイスが、照度を調整するための手段を含む、上記２８に記載のシステ
ム。
３５．前記照明デバイスが、照明角を調整するための手段を含む、上記２８に記載のシス
テム。
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３６．前記測色デバイスが、照明角を調整するための手段を含む、上記２８に記載のシス
テム。
３７．前記測色デバイスが、照度を調整するための手段を含む、上記２８に記載のシステ
ム。
３８．前記色データおよび前記外観データを記憶しかつ取り出すための第２のデータベー
スをさらに含み、前記第２のデータベースが前記計算デバイスからアクセス可能である、
上記２８に記載のシステム。
３９．前記測色デバイスが、有線接続または無線接続を介して前記計算デバイスに作動的
に結合されている、上記２８に記載のシステム。
４０．前記撮像デバイスが、有線接続または無線接続を介して前記計算デバイスに作動的
に結合されている、上記２８に記載のシステム。
４１．前記測色デバイスおよび前記撮像デバイスが１つのハウジングユニット内に構成さ
れている、上記２８に記載のシステム。
４２．前記測色デバイスおよび前記撮像デバイスが個別のハウジングユニット内に構成さ
れている、上記２８に記載のシステム。
４３．前記測色デバイスおよび前記撮像デバイスが、前記対象コーティングの同一の部分
から前記色データおよび前記対象画像を同時にまたは逐次的に取得するように構成されて
いる、上記２８に記載のシステム。
４４．前記測色デバイスおよび前記撮像デバイスが、前記対象コーティングの異なる部分
から前記色データおよび前記対象画像を同時にまたは逐次的に取得するように構成されて
いる、上記２８に記載のシステム。
４５．前記計算デバイスがポータブル計算デバイスである、上記２８に記載のシステム。
４６．前記ポータブル計算デバイスが、無線接続を介して前記測色デバイスまたは前記撮
像デバイスに作動的に結合されている、上記４５に記載のシステム。
４７．前記対象コーティングが自動車の車体の表面に固定されている、上記２８に記載の
システム。
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